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桟
兵
器
不
慣
用
用
の
論
理
と
課
題

号ヨ

：翠

満

は

じ

みう

！？ 

一
九
い
ー
か
い
に
校
日
容
が
広
島
お
よ
び
長
町
い
使
用
さ
れ
て
以
木
、

核
兵
器
は
使
弔
さ
れ
て
い
な
い
F

し
か
L
玩
一
一
で
も
、

＋
夜
、
πLP

干
一
よ
り
η

ば
抑
止
珂
論
を
中
小
江
町
一
な
英
検
と
し
て
胃
ー
事
的
に
v
u
政
約
一
的
に
も
大
き
な
章
一
辺
牲
を
ω
山口
L
U
K
げ
て
い
る
J

核
兵
器
は
六
十
数
年
九
わ

に
り
使
川
市
予
れ
て
い
芯
い
が
、
告
凹
の
校
vn
ク
ト
り
ン
は
絞
兵
芯
2

ど
使
用
す
る
一
L

と
を
詩
提
と
し
て
前
察
さ
れ
て
お
り
、
葉
大
な
費
用

ユ
ゼ
ド
け
て
維
持
さ
れ
て
い
る
）
校
兵
器
の
強
力
な
絞
現
力
は
他
の
兵
市
街
p

は
た
き
く
具
ぷ
り
、
保
去
、
以
て
い
ゐ
げ
だ
け
で
｛
止
の
軍
事
的

お
ぶ
び
政
一
引
的
制
併
が
あ
る
と
考
L
ら
れ
て
む
り
、

さ
ら
に
多
〈
の
同
が
柊
民
誌
や
一
保
有
4
3
0
品川図
y
lゴ
っ
て
い
る
一

日
家
安
全
保
障
政
徒
に
お
け
る
筏
兵
巾
仰
の
役
料
品
の
氏
減
の
、
？
張
お
よ
び
咳
半
端
の
人
主
的
ア
プ
ロ
ヰ
の

を
成
じ
て
、
思
以

近
の
議
論
に
お
い
て
は
枚
目
ハ
器
の
使
市
を
限
之
し
、
あ
る
い
は
い
栄
七
ー
す
る
考
え
が
仏
く
ニ
一
決
さ
れ
て
い
る
。
戸
、
の
よ
う
な
現
状
中
一
戸
崇

／
）
し
、
本
稿
で
は
、
核
日
ハ
器
不
便
川
用
の
向
J

連
会
一
回
収
近
の
立
一
成
八
一
岬
に
幕
っ
き
一
二
つ
の
州
問
（
向
か
ら
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
迭
を
も
川
う
か
げ
い

L
、
ノ
f
絞
り
進
む
べ
き
方
p

円
を
探
る
。

ι応
一
は
、

品
川
天
間
耐
の
涜
用
は
担
任

T
か核仁一九町
b
E
H
q
mし

小
い
旬
、
出
一
で
あ
り
ミ
の
折

の
一
反
撃
に
限
定
「
る
一
日
間
兵
器
心
飴
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亙
は
核
兵
部
の
役
説

pfkさ
く
紙
減
ず
る
も
の
で
あ
る
c

オ
ベ
亡
の
按
只
訴
凶
が
こ
の
品
川
匂
ユ
ゼ
バ
又
け
ん
れ
長
施
ャ
ー
る
な
ら
ば
、
校
兵
市
針

は
使
い
い
川
さ
れ
な
い
」
と
に
な
る
」
第

は
、
椋
円
八
泣
聞
か
｝
保
右
し
な
い
非
核
兵
器
問
に
対
1

J

て
は
校
兵
早
川
守
口
γ
住
民
一
ー
な
い
と
い
う

「
消
位

的
安
全
化
司
で
あ
り
、
と
れ
ま
と
条
件
付
さ
の
保
一
ょ
が
政
治
的
官
一
耳
ノ
↓
1

）
て
り
え
ら
れ
て
き
た
子
、
永
田
に
お
け
る
新
た
な
進
肢
が

忘
り
、
さ
ら
に
イ
れ
や
、
か
に
強
化
L
て
ツ
＼
か
と
、
う
問
認
が
あ
る
n

ま
ー
た
非
核
兵
器
地
帝
粂
約
三
一
定
書
に
ふ
ヲ
G
法
的
拘
束
力
あ

る
消
叩
的
安
全
保
証
を
こ
う
履
行
一
：
？
か
と
い
う
間
設
が
為
る
u

川
市
一
は
、
校
軍
制
へ
人
道
的
問
山
か
う
ア
ブ
口

i
？
ず
る
？
冶
わ
り
で
、

核
兵
器
の
町
市
は
恒
一
m何
人
道
法
の
側
7

白
か
ら
考
え
て
れ
法
で
あ
る
と
い
う
で
張
で
あ
り
、
そ
れ
を
ど
司
実
現
し
て
い
く
か
と
司
う
問
題

で
あ
る
U

米
国
の
オ
パ
マ
十
九
統
ノ
rは

防
叫
一
九
時
の
な
い
刊
「
界

mv
追
求
を
人
詮
ロ
政
治
的
課
題
と
（
て
拘
げ

二
C
一ペノ
h
N
P
T
再
検
だ

会
議
で
も
一
」
の
考
え
は
広
く
一
般
に
受
if
人
れ
ら
れ
て
い
る
J

こ
、
」
で
検
討
す
る
「
柊
兵
器
不
使
吊

心
一
戸
町
暗
比
一
円
h

の
な
い
佐

界
と
い
う
は
椋
に
F

川
げ
て
送
仕
た
め
の

つ
の

F
段
ゼ
あ
り
、
む
辺
（
U
凶

wm社
会
の
動
山
の
中
で
さ
ま
さ
ま
な
誌
械
的
之
、
土
張
お
よ
び

進
JAが
い
川
、
し
り
れ
つ
つ
も
、

い
く
つ
か
の
長
践
を
ね
、
穴
C
い
る
も
の
一
て
あ
る
代

第
一
小
伎
弔

〔
山
田
ゐ

2
H

リ川ノ日ハ巾引けの第一
f
h

使
用
ζ

は

核
兵
誌
の

g
ロ
ヨ
；
去
、
こ
は
、
校
兵
器
を
口
分
か
ら
売
に
使
、

2
一
こ
は
I

J

な
い
と
い
ベ
意
味
で
あ
り
、
出
明
子
子
校
兵
器
を
便
一
M
m
l

）

～
～
一
絞
に
使
用
一
q
J
7
Q
第

使

用

｛

5
4
2
E
Z土
、
こ
の
間
消
述
で
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ
る
n

ど
ち
ら
の
場
合
J
b
、

ら
の
攻
附
r
が
先

に
存
在
し
、

そ
れ
に
ど
の
寸
つ
に
村
山
す
る
か
と
い
う
問
題
引
あ
る
U

和
子
が
核
日
ハ
持
て
攻
撃
し
た
場
台
に
ず
れ
に
材
料
兵
器
で
汁
山
す

る
の
は
治
二
使
用
で
忘
れ
＼
第
一
便
市
と
片
山
、

（
パ
ー
均
一
〈
山
命
、
化

r兵
器
、

で
攻
山
干
し
た
場

転
手
か
核
兵
器
以
外
の
只
罰

通
吊
Y

ハ器）
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人

d
h
妓
兵
器
で
以
撃
「
る
こ
と
を
u
H
u
味

L
、
九
時
不
便
山
と
は
そ
の
場
合
に
咳
！
日
お
で
反
撃
、

r
dい
こ
と
町
三
味

F
る）

2
3
D
3
ご
戸
店
内
は

日
本
的
に
は
仏
統
的
に
か
つ
般
的
に
「
r
A

制
ヌ
使
弓
L

と
訳
さ
れ
議
論
さ
れ
一
に
き
て
い
る
が
、
」
元
制

〆
、
は
相
手
の
攻
撃
に
元
打
っ
て
乙
い
う
意
味
亡
あ
れ
、
付
W
U
一i
Q
R践
の
司
畑
出
で
は
九
汁
「
＼

攻
撃
あ
る
い
は
反
撃
す
J

る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問
芯
で
あ
る
の
で
、

先
制
不
使
用
ー
い
〈

γ寸
訳
芯
は
好
ま
）

J
、な
J

こ
孝
弘
え
ら
れ
る
。
ま
た
は
み
誌
で
は
寸
心
月

z
V
｝考
I
慨
し
て
肢
に
叶
午
、
は
一
光
／
仁
京
使
用
B

、
と
い
う
用
語
お
用
い
ら
れ
る
、
｝
乙
か
あ
り
、
日
半
者
も

光
年
川
不
使
用
L

h

J

好
ま
し
く
な
い
の

で
ー
先
行
不
崎
市

と
い
う
川
出
を
崎
市
し
て
き
心
、
炉
、

そ
れ
だ
け
で
は
九
J

徐
が

l
分
明
確
に
が
宍
れ
な
レ
と
考
之
、
十
中
間
同
で
は
り
字
、
芯

に
よ
り
直
接
的
で
ゐ
り
、
内
容
が
よ
打
暁
椛
に
な
る
一
第
一
不
便
出

と
レ
可
日
本
一
市
中
抗
古
川
司
る
。

ま
ど
い
一
ハ
河
川
市

不
使
用
の
問
医
は
、

校
f
f
六
界
同
心
校
一
円
山
主
枝
川
に
関
す
る
円
、
ク
k

リ
ン
、

c 

の
で
の
る
F

核
兵
m
仕
を
戦
略
H

V

L

の
よ
う
L

枝
川
す
る
か
と
い
弓
誠
司
〕
は
、
各
校
一
ハ
沼
田
が
校
兵
界
心
室

中
品
目
、
制
位
、
役
割
た
ど
に
つ
い

C
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
主
交
「
も
の
で
あ
り
、
校
丘
（
叩
都
心
数
豆
、
核
兵
器
心
配
備
品
八
円
校

？を ＞， 1~小fキ町 J）両］If とご型店

'm 
九

／了、
dノ
l伊
μ人

；以
ジ

衣
:u' 
-,-

ぐ
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兵
器
の
問
活
噌
強
状
ハ
K
Gど
絞
丘
ハ
蒋
（
U
o
あ
ら
ゆ
る
湖
一
位
二
影
響
2

乙
h
J
え
る
も
の
で
あ
る
υ

終
日
ハ
認
を
あ
ら
ゆ
る
状
似
て
、
第

い
い
「
る
L
r

考
え
る
な
、
り
は
、
、
仇
一
り
多
く
の
よ
り
治
巧
？
な
、
ま
た
即
党
射
状
討
に
お
か
れ
た
1
M
川丘ハ
m
折、
h
f
b援
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
三
為

不
使
い
い
川
政
策
を
採
出
d

ず
る
な
ら
ば
、
日
悦
一
｛
江
八
採
の
数
量
、

配
伯
状
？
点
、

出
筒
状
討
も
ら
れ
ん
d

一
け
に
被
少
の
L
A
F川
に
向
か
う
で
あ
ろ
｝
っ
し

2 

川弔

γ

川
使
用
一
三
格
的
畏

2
3じ
I
J

ヲ
、
亡
主

ソ
仁
出
羽
品
H
K
l
h
ふ

J
L
巧

』

ノ

ワ
｝レ
γ 

長
わJ
~i 
fl寺

西
側
iす

主
吊

桜
一戸

圧
倒,, 
綬
勢
争
時
坪E
t手

7こ

忘
り
、
ノ
述
は
お
一
五
使
用
政
策

zZH一斉
L
て
、
た
が
、
米
一
川
お
よ
び
兆
五
円
洋
え
れ
約
絞
構
、
N
九
T
O）

は
、
本
怖
の
波
山
市
兵
川
市
ピ

よ
る
攻
撃
に
涜
常
「
ハ
器
に
よ
一
ゐ
反
撃
で
は
不

l
分
で
あ
る
場
合
に
は
、
核
兵
器
V
先
に
使
凶
ず
る
お

V

」ドホ～
1
1
f
 



冷
戦
期
に

b
い
て
も
次
回
に
お
い
て
二
ク
ナ
マ
ラ
ナ
ノ
国
防
支
ー
自
ら
は
N
A
I
り
が
第

v

J

J

D

 

小
使
い
い
政
策
定
採
択
す
べ
き

ご
の
斗
抗
議
は
特
に
冷
戦
の
終
結
と
と
ー
も
に
品
川
般
的
に
行
や
れ
る
て
つ
に
な
ヮ
た
ラ

h
八
九
ハ

4
に
川
紅
白
さ
れ
た
山
伏
兵
浮
除
問
刊
に
悶

fuvヰ
ヤ
／
ベ
ソ
妥
員
会
」

の
叫
川
吉
圭
は
、
即
時
に
円
以
下
ら
れ
る
べ
き
拒
揮
の
つ

に
、
一
核
兵
器
治
山
内
ピ
お
け
る
似
花
的
安
耶
一
五
使
用
の
約
束
、
お
F

ふ
び
非
紘
一
仔
ハ
持
？
十
八
ど
り
対
述
で
の
枯
牧
民
（
路
事
に
ふ
る
で
小
使
用
心

て
い
守
主
日
二
九
九
」
引
の
ハ
米
γ

カ

ヂ

ミ

心

同
ιコ
半
ー
は
、
そ
の
結
論
、
こ
し
一

1
1冷
戦
絞
り
戦
略
原

J

一
士
、
〉
（
j

vイ
小
寸
刈

r、
／

f
t
i
t
i

お
司
て
は
、
そ
の
抑
d
を
米
五
ま
に
は
Z
し
の
向
精
湾
に
対

3
c核
攻
ソ
デ
」

z
rは
核
攻
撃
の
威
嚇
に
よ
る
強
制
を
抑

uす
る
こ
し
う

中
絞
り
町
任
務
（
2
5
2
2
5
2）
に
町
沢
氏
「
べ
、
さ
で
号
令

ーにポ一

こ
こ
で
も
お
不
使
用
収
設
の
深
川
を
提
村
L
C
い
た
c

C
C
0
4
C
N
P
T再
放
一
民
会
議
は
技
終
文
書
の
ほ
択
に
成
功
し
、

核
川
阜
怖
に
つ
い
て
は
、

ム
下
と
し
て
ぷ
ア
ジ
L

J

ダ
民
今
（
N

包

仁

三
下
張
一
十
土
台
と
し
つ
つ
、
村
川
（
日
間
帯
M
山
と
の
！
父
沙
に
よ
h
U
J

枚
軍
縮
に
院
寸
7
9

＝
の
H
（
体
的
知
置
に
合
立
し
に
J

そ
の
中
で
、

す
べ
て
の
校
丘
（
川
帝
国
に
よ
る
牧
江
絹
へ
と
導
く
抗
慌
の
っ
と
し
て
、
終
兵
仰
げ
が
伎
引
さ
れ
る
お
段
を
最
小
間
以
内
し
、
そ
の
〈
i

廃
ブ

け
ふ

7

ハ
セ
百
回
切
に
ナ
る
ー
に
め
、
が
全
保
守
吋
政
策
に
お
け
る
絞
兵
芯
の
役
刻
J
U
t

吟

F
さ
山
ピ
？

Z
｝
か
ら
円
立
さ
れ
た
っ

N
A
C
は
、
核
兵

間
仙
の
便
い
加
を
排
除
」
γ
る
よ
う
に
ゆ
、
政
箭
お
よ
び
投
法
判
明
古
宏
史
す
る
よ
う
長
寸
前
、
ν
て
い
た
が
、

iq兵
茶
阿
の
反
対
に
遭
辺
、
二

良
市
一
以

げ
し
い
ヨ
，
hw
、？作品つ
J
L

そ
の
及
、

核
兵
γ
前
回
目
こ
の
合
意
い
川
け
て
の
具
体
的
公
措

E
tま
っ
子
J

く
攻
コ
て
い
な
L
C

隈
古
4
4
E
H
β

出
さ
れ
ん
＼
が
、

、ザか、）、

C
C
4
r
フーノ〆

λ
k絞
領
の
情
態
勢
冗
fE1〆
（
引
巾

J
p
i
D
A
一

フ
ノ
J
J

（
大
統
知
は
傾
げ
ハ
m
h
の
役
割
を

低
減
さ
九
v

る

r
一
門
い
つ
つ
も
、
実
際
に
は
特
に
な
ら
ず
も
の
凶
訴
に
対
寸
る
袴
兵
巾
引
の
先
制

使
い
い
［
一
あ
る
い
は
ず
防
的

（円》「
2
3
4
2
1
佑
山
山
川
を
も
が
品
川
町
に
入
れ
つ
つ
、
析
に
な
核
兵
川
市
心
明
党
、

μ…
実
欧
可
認
の
準
備
族
問
問

主
任
川
市
“
う
ル
ベ
L
h

t
／

l
争

当

l

お
民
び
川
川
値
を
山
崎
強
さ
さ
Q

方
向
に
進
ん
で
け
た
。
そ
ヘ
J

川
川
牛
口
＋
叶
は
さ
ら
に
、

口
ン
ア
と
山
T
E
O

校
日
ム
誌
を
叫
」
吋
保
有
し

て

W
J
7
か
〆
た
北
駅
伝
、
さ
ら

ιノ一
y
J
、
r
一アク、

リ
ビ
ア
、
ラ
リ
ア
以
ζ

も
核
三
〈
山
色
句
川
刷
の
汁
九
州
本
町
、
戸
し
し
て
科
挙
し
て
し
行
。

』亡
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'] 

仏
国
刑
不
向
日
を
め
ぐ
る
え
沢
心
議
論

こ
の
で
つ
な
プ
ツ
ン
ー
人
統
一
凶
の
政
策
の
危
険
性
に
対
必
ず
る
昔
味
ー
も
あ
り
、

ヘ
〆
ペ
ソ
・
午

f
ン
ン
、
ン
ヤ
ヲ
九
ぺ
こ
が
「
核
兵
川
＋
げ
の
な
い
刊
界
中
一
工
張
1
1
後
に
オ
パ
マ
政
権
で
N
A
T
り
大
使
に
粁
人
町
さ
れ
る
イ

一、し
f〉
〕

年

γ

っけいい凶
J

山
、
日
ン
ィ
ー
一
ン
．
、
ン
ュ
凡
ソ
一
γ

」
了
タ
ル
ダ
も
核
兵
芯
心
第
不
便
川
和
牛
荘
一
一
門
し
て
い
り
J

オ
バ
マ
パ
統
領
は
、
そ
の
選
挙
運
動
山
中
小
ら
校
日
器
の
な
J

世
界
を
司

指
す
ζ

主
べ
、

核
兵
誌
に
コ
い
て
は
プ
ソ
、
ン
↑
大
統
領
、
」
は
止
反
刻
の
万
れ
を
じ
円
山
し
、

。
へ
し
九
年
四
日
ん
＼
一
ノ
一
7

ハ
前
一
訟
で
は
、

八九岳、
UR
考
古
終
わ
ら
せ
る
ん
一
止
に
、
次
々
は
当
家
安
全
保
将
戦
略
に
お
け
る
核
只
出

ι役
割
を
低
減
、
戸
止
、
他
の
J

与
も
そ
－
7
一
7

匂
よ

一
7
－

と
述
べ
、
核
兵
器
の
小
い
旬
、
刷
政
策
に
も
取
り
組
れ
こ
と
を
ボ
唆
し
μ
I

う
史
請
す
る

こ
の
よ
う
な
y

沢
況
で
一
つ
の
九
h

ι

L

ス

ー

ツ

で

I
ガ
ン
は

本
同
は

同
盟
国
と
心
冶
切
な
協
議
の
後
に
、
本
同
心
核
一
ハ
思

、iJryん
吋
到

J

。

し
ノ
メ

j

；l
t

米
凶
、

同
時
間
お
よ
ぴ
次
々
の
兵
力
に
対
す
る
似
の
札
伏
兵
界
川
刊
に
よ
る
柊
兵
器
の
使
吊
を
抑
J

け
す
る
こ
と
で
？
の
り
ま
zf

日
刊
止
が
失
致
し
た
場
公
に
は
必
山
弘
之
、
つ
は
必
凶
な
核
り
日
点
目
の
選
択
で
民
政
J

ご
き
る
こ
と
て
あ
る
と
J
ベ
る
ご
と
に
工
れ
、

μ
H
J主（
W
4

付信

一
不
便
川
市
の
吉
一
三
口
政
協
の
mm釈
に
FMか
ぶ
べ
き
で
お
る
」
と
、
七
張
し
、
そ
れ
に
引
す
る
四
人
の
専
門
家
の
コ
メ
ン
ト
も
提
仰
さ
れ
、
第

一
不
便
い
加
に
閲
し
て
お
駆
的
？
な
議
ヘ
酬
が
展
開
さ
れ
よ
人
）
そ
れ
は
！
プ
パ
マ
政
権
が
一

。
一
け
札
守
i

求
ま
で
に
、
剥
1
7

一
な
校
法
勢
見
直
山
一
V
一

？を ＞， 1~小fキ町 J）両］If とご型店

P
R）
以
前
吉
会
民
山
「
る
こ
と
が
v
J
J
心
さ
れ
て
い
た
恥
：
h
J
で
あ
り
、
核
兵
器
の
役
割
低
減
主
、
張
「
ゐ
ト
ヘ
統
制
に
応
也
…
門
ル
」
レ
勺
え
る
J
1

つ一」
μη

、JF

O
一
：
J

j

川体工、、

1
i
f
f
 

ウ
イ
ヲ

7
べ
J
v

乙
ジ
ェ
ィ
ム
ス
．
、
：
一
レ
、
ノ
J

J

ノ
ャ
ー
川
一
回
防
長
宕
を
議
長
、
副
議
長
y
し
し
、
議
会
か
ら
掠
白
が
義

務
ハ
吋
円
九
一
れ
ん
一
一
ア
メ
リ
カ
の
説
的
叩
態
勢
｜
｜
米
正
一
ど
戦
時
態
勢
に
持
す
る
一
説
会
会
弓
会
の
h
h
終
報
告
す
汁
」
は
、
一
妥
弓
会
は
、
中
小
凶

が
第
一
不
使
用
心
政
治
を
次
則
す
べ
き
か
ど
う
か
検
討
し
た
o
J内
切
す
る
と
、
本
当
は
円

E
ま
に
は
可
盟
当
に
刻
す
る
校
兵
器
に
よ
る

攻
撃
へ
の
町
内
役
と
し
て
涜
泊
す
る
以
外
の
お
ら
ゆ
る
日
前
の
た
め
に
核
只
訴
を
慢
羽
し
ぷ
w

戸
ご
い
を
一
立
一
で
つ
こ
と
に
は
る
－

L
P
し
モ
の

（！メ人民半、日：／ス・＂ Z89、。ill:zoリ.11、



ど
う
な
政
策
は
米
凶
の
あ
る
川
川
市
凹
を
ギ
安
に
さ
せ
る
rJ
一
れ
は
ま
zlh
止
効
fn
ハ
誌
に
t
t
h
w
攻
撃
の
判
？
忙
に
対
ず
る
核
兵
器
心
計
立
的
な

江
川
同
を
桁
な
う
で
あ
ろ
う
」
／
立
川
ペ
、
対
ι
一
円
と
し
て
「
次
回
は
、
治
不
依
ロ
ハ
示
日
時
E
h
v
る
こ
と
に
F

仇
コ
て
、
計
註
さ
れ
三
あ
い
ま
い

st 
笥：

れ

あ
ま
ο 
」

政

策手？
ど f

控筆守」ず
マr
{J ' 

ふ~

品は
門 d

v、 ζ
る9土
1t 

箔

京
使
用
に
け
吋
「
る
純
対
反
対
中
衣
川
し
、
従
来
の

ムc 
（

R
4
h｝
｝
〔

M

一｛2
一

4 

代
昨
不
崎
市
と

の
口
判
的

品
川
口
ハ
出
の
第
小
Hq用
心
～
訴
訟
に
関
連
し
て
、

校
兵
器
の
貯
の

R
r
dは
、
核
仁
川
ノ
罰

ιよ
る
攻
以
j

を
れ
J
N
F
J
る
、
一
と
で
あ
る
一
と

い
h

つ
一
一
い
＋
H
が、

段
以
に
な
う
て

L
ば
し
は
行
わ
れ
る
よ
う
に
云
り
、

し

こ
い
ベ
ェ

ー

て

jt

ド仕
｛ 

心
円
川
町

れ
る
す
す

J
え
ば

マ
イ
ク
ル
・
ジ
ャ

1
ソ
は
、

米
国
は
、
第
一
不
佼
用
心
J
E

一
〕
け
、
取
十
VX
主
に
い
沖
吊
す
7
2
1と
が
で
き
る
し
、

rf
れ
は
米
同
の
凶
家
安
全
日
出
邦
お
と
ひ
戦
略
的
安
定
性
に
大
慨
に
臣
民
政
「
る
v

信
忠
牲
の
あ
る
弟

不
使
用
政
協
は
、
米
国
は
紛
争
内

お
い
て
校
兵
殺
そ
使
用
ナ
る
忍
初
、
り
凶
山
な
ら
な
い
こ
と
、
米
凶
の
校
日
八
認
の
や

米
凶

向
山
田
川
凶
ハ
i
ト
ラ
ー
に
付

の
片
的
は

ず
る
核
兵
部
の
使
凶
m
p
f
抑
止
、
ー
も
7

し
必
民
営
3
h
J
J

ば、

y
こ
れ
に
対
抗
す
る
こ
と
で
あ
や
〆
に
い
う
人
税
制
の
芹
↓
一
口
を
伴
う
」
と
鴻
べ
て
い

ご
こ
で
は
、
同
方
心
川
辺
市
’
使
用
さ
れ
、
第
A

不
便
ョ
の
H
ハ
体
的
内
存
ζ

し
f
L

唯
の
い
い
い
的
が
地
へ
つ
れ
て
お
り
、

4
－
に
的

に
は
同
じ
意
味
に
同
一
い
つ
れ
て
い
る
。

日
本
政
山
仰
と
オ
唱
す
ス
ト
ブ
ノ
マ
欧
州
に

Ftり
設
凶
行
き
れ
三

h

拡
牧
1

ど
ー
は
軍
総
仁
閉
す
る
国
際
妥
日
九
百
（
1
（

N
N
D）
」
は
、

ギ
ギ
レ
ワ
ベ
φ

ヱ
パ
ン
ス
乙
川
U
町
、
，
ナ
一
日
比
一
件
紅
会
一
共
同
政
広
こ
し
て
、

一C
ハ
ノ
九
年
二

μ
パ
に
そ
の
報
生
「
吉
を
発
表
し
ち
こ
の
報
舎
で
口

は
、
紋
一
兵
m
耐
の
な
い
巾
界
に
向
け
℃

l〆、
ノ

二
ド
ー
ま
で
に
与
る
叩
ノ
民
的
打
置
に
最
小
化
地
点
、
と
し
て
の
こ
ん
い
J

二
1
4
午
ま
で
に
と
る
中
山
川

抗
措
置
を
中
心
に
設
託
し
て
レ
司
令
品
川
兵
器
不
使
用
の
同
盟
は
こ
の
委
長
会
て
も
仏
く
議
論
さ
れ
、
最
終
報
白
書
吋
ー
は
、
い
管
げ
ハ
mU
わ同市 わ
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終
的
h
a
廃
棄
た
る
ま
で
の
岡
、
パ
呼
ハ
イ
凡
な
一
同
は
で
き
る
だ
け
じ
く
、
遅
く
と
も
二
口
一

ハ
守
i

ま
で
に
問
滑
な
1
第

小
使
山
」
山
同
一
円
を

ろ
し
う
べ
き
い
こ
ヘ
訓
」
什
そ
の
よ
う
な
市
立
が
で
き
て
い
白
い
ヨ
ら
ば
、
存
同
は
、
校
一
丸
山
自
を
保
Lu
し
て
い
る
附
の
日
的
」
は
そ
の

凹
ま
た
は
同
盟
凶
に
対
ず
る
核
兵
器
の
他
同
に
よ
る
使
用
を
抑
止
」
三
也
、
」
乙
で
あ
る
ー

C
P一
ノ
原
則
キ
同
一
同
低
限
受
け
入
れ
る
べ
き
L

で
あ
る

Y／
｝

bι
プ

U
T
L

一IYV司令
U

I
C
N
河
口
の
「
ロ
ハ
ル
平
的
行
動
計
阿
で
は
、

一
唯
の
河
川
山
川
」

二
口
二
一
司
ま
で
の
崎
町
民
治
置
の
一
っ
と
し
て

コ
一
U
J
t
 

〉
」
、
（
い

で
の
中
照
的
ι印
刷
阿
の
っ
と
し
て
、

に
コ
ミ
》
ノ
、
ー
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
c

印
店
主
い
は

第
一
不
信
川
明

あ
一
不
便
市

一一一目下
r

ム

マ

コ
l
r
d

！；

i

l

i

l

i

－
 

－

t
n
f
L
1
c
 仁
成

L
1
安
川
口
、
た
と
l
亡
は
核
武
長
雨
げ
か
明
確
な
一
品

不
慢
羽

の
守
一
μ
Lゲ
h
y
J
J
G
H」
う

L

イJ

好
ま
し
い
と
与
え
だ
が
、
冷
戦
期
の
ソ
速
に
よ
る
第
不
佼
川

心
約
束
mM
純
粋
に
す
ん
い
で
為
う
て
実
ん
町
民
吉
伴
わ
な
か
っ
た
こ
し
〈
か

ら
、
こ
C
吊
廷
に
い
μべ
し
と
は
不
信
感
h
f

慎
一
政
的
強
度
が
お
る
の
C
、
本
質
的
に
百
八
じ
ね
ん
7
】
で
の
っ
て
呉
な
る
形
式
と
し
て
一
唯
一
の
は

的
」
主
伐
う
の
が
良
い
L
Y

考
え
コ
と
説
明
し
C
い

第

と
い

AmJポ
ば
ソ
庄
が
冷
池
山
汁
に
詐
欺
的
に
伎

」
一
、
て
は

不
便
川
用

の
I均
」

1,; 
jxr 

期
s'J 
！，~ 
4吉

υ 
』亡
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！
〆
一
、
一
一
』
：

は
ナ
し
て
し
ム
ー
と
T
／：刀、と

こ
の
川
市
石
町
一
り
伎
川
市
に
対
と
よ
小
川
お
よ
び
出
日
i
口
ッ
パ
に
｝
お
い
て
は
嫌
悪
感
が
為
灯
、

手
町
一
員
九
八
一
の
メ
ン

パ
？
が
そ
の
向
日
に
消
駆
的
さ
あ
っ
た
こ
と
は
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
紅
白
宝
t

さ
は
「
准

？を ＞.1~小fキ町 J）両］If とご型店

「
詰
こ
不
便
日

が
中
「
期
的
措
ハ
コ
と
市
二
ー
一
桜
茶
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
ー
ー
だ
く
つ
刈
明
さ
れ
て
い
な
い
v

、k
れ
に
附
し
て
、
共
同
議
長
の
一
人
で
あ
る
川
口
問
ヱ
J

ば、

は
実
際
に
配
備
・

会
対
態
勢
に
反
映
さ

先
制
ヌ
使
用
政
長
P

れ
る
こ
と
に
よ
り
信
頼
漆
が
増
す
乙
v台
、
九
、
そ
れ
に
先
だ
コ
て
ま
ず

唯

の

日

的
P

（H

つ
を
相
官
唱
し
2
1
0

」
筏
隠
松
戸
J

三
の
に
は
い
一

兵
器
の
役
生
札
低
減
が
必
相
川
、
口
そ
の
た
め
、
核
政
策
心
坪
論
（
出
に
柑
訓
示
’
る
U

志
向
諭
を
卓
視
し
、
先
引
T
h

使
用
と
そ
れ
に
先
立
（

J
F唱

向
山
」
官
一
げ
を
提
案
L
て
い
る
l

／
）
涜
べ
て
お
り
、
こ
こ
C
は
叫
者
は
川
一
科
的
に
少
し
異
な
る
と
〆
了
、
も
に
、
一
唯
一
（
ω
斗
的
』
は
侍
間
的

I
C
X
N
U制
作
缶
ま
い
の
流
ー
れ
と

致
し
C
い
る
η

第
一
不
使
用
一

に
光
台
つ
も
の
J
し
て
一
説
明
さ
れ
て
お
り
、

れー

C) 



、
〕
か
、
ご
一
の
、
言
ノ
人
々
が
ワ
え
方
は
I
C
V一
河
口
に
特
有
た
も
の
ご
あ
っ
て
、

般
的
に
受
容
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

米
間
お
、
仇

び
函
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
関
係
者
は
1

第
ポ
使
用
、
ニ
い

へ
の
嫌
忠
盛
か
九
つ
「
唯
一
町
一
日
的
ぐ
い
う
用
請
を
使
い
片
す
る
傾
向
子

日
開
い
っ
内
川
ー
克
は
、
「

L
m
x
使
川
政
箭
ピ
近
い
対
果
を
ふ
一
三
b
す
も
の
ζ

し
し
、
本
凶

の
唯
の
役
習
を
他
日
に
よ
る

jfm

へ
の
抑
止
に
以
定
か
J

る
と
い
う
核
兵
器
の
役
訟
の

の
司
的
」
が
議
論
A
C
れ
に
」
と
述
ペ
つ
つ
、
き
）
〆
一
J

一主
J

三
絞
め
乳
時
の

品
目
成
が
あ
る
場
ル
ロ
ペ

ペ
ノ
の
概
念
日
間
に
た
統
校
次
撃
の
司
詑
社
が
異
は
り
う
る
ャ
；
ち
に
主
張
｝
戸
、
ぃ

' 
か
｝ 
〕、

ヤ一の十仁
t

院
は
、

核
攻
撃
の
脅
攻
守
必
い
需
品
と
し
て
司
る
が
、
係

不
品
川
宮
市
も
唯

5
日
約
J
U
、
校
一
〈
山
中
以
外
（
り
攻
雫
に
ど
う
対
応
FJ
る
か
や
一
め
く

で
あ
り
、
喉

の
口
町
の
方
が
少
し
丸
い
ま
レ
て
あ
る
と
い
一
〕
指
L
A

川
は
疋
し
レ
、
ん
、
若
論
点
が
ず
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
JF1

た
だ
、
吟
一
心
口
約

心
状
況
に
関
す
る
三
け
で
あ

ji:J 
止
心
仇
況
に
閉
山
す
る
す

第
一
小
使
胤
は
ー
伎
市

る
と
い
う
違
い
が
F

汀
か
ー
ず
る
た
め
、
ま
え
、
川
苫
ー
い
は

午付川市
L
z
d
い

と
い
う
明
確
た
rr人
一
一
ー
が
入
ら
な
い
七
め
、
第
一
不
使
川
と
比
較

し
て
、
そ
の
泊
、
派
内
J

が
に
お
い
て

L
i心
不
明
雄
ざ
が
存
F

生
ず
る
T

／
一
考
え
ら
れ
る
J

モ
l
ト
ン
・
ハ
バ
一
ヘ
り
／
汽
第
不
使
用
よ
り

唯
一
の
日
的
の
ん
が
反
対
が

γ
な
い
だ
ろ
う
し
、

小
測
の
脅
威
に
い
川
し
て
校
只
設
中
」
使
川
市
し
ム
ぽ
い
と
明
示
的
に
誓
っ
て
い
る
わ
け
で
は

そ
の
よ
う
な
昌
一
口
い
は
1

実
在
的
判
U
L
が
維
持
さ
れ
、
お

避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
分
一
恥
、
〕
て
い
る
v

りぞ

不
使
用
か
っ
μ

じ
る
政
PU的
に
一
刻
ま
し
く
伝
い
副
差
羽
を

長
い
の
で
、

ソ
人
凶
政
府
内
で
の
議
ヘ
嗣
で
は
、
以
F
に
述
べ
る
一
c
v

ノに、

ィ、

似

と
は
な
く
「
唯

の
日
的
」
を
の
〈
っ
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
～

5 

オ
パ
マ
政
権
に
よ
る
校
H
L勢
Fよ
し
報
告
弁

校
兵
器
に
よ
る
以
撃
ま
乙
は
抑
止
を
校
長
誌
に
払
る
生
目
立
に
以
定
L
よ
h

？
と
す
る

て
い
は
し
く
議
弘
前
、
デ
れ
た
か
、
長
終
報
告
弁
は
、

唯

の
日
的
ー
は
、
報
告
主
z
作
成
一
治
釈
に
お
い

米
百
ま
た
は
日
川
同
年
一
判
。
パ
！
？
ナ
l
に
対
す
る
迂
常
兵
お
】
一
之
、
は
ぺ
物
化
学
兵
訴
に
よ
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る
戊
撃
を
ね

ιず
る
止
め
に
、
米
関
心
援
兵
器
が
伐
討
を
京
た
「
鋭
い
範
凶
の
事
態
が
残
コ
て
い
る
仁
三
張
、
J

、
「
米
凹
は
、
次
回
の

の

1世

は
米
白
、
司
一
山
田

M
E
パ
ト
ナ
へ
の
坊
攻
川
市
を
仰
ー
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
U

つ
合
通
的
政
策
を
羽
在
幻

の
日
的
P

で
こ
う
ほ
尽
ず
る
昨
備
は
で
き
て
い
な
い
ハ
し
か

LM七
の
よ
う
仕
政
策
が
安
品
に
ほ
用
さ
き
る
条
件
を
侍
立
す
る
た
め
努
h
i
i町
、
ニ

主
ヘ
ご
い
れ
巳
U

結
論
部
分
で
は
、
一
米
司
は
、
本
軍
ま
J
J

は
叶
内
7A
－
パ
？
？
へ
乃
ソ
核
攻
年
の
抑
f
H
J／
｝
米
苫
の
核
兵
器
の
唯
一
の

い
う
ヨ
円
ん
を
も
λ
J
つ
つ
、
冶
常
日
ハ
技
能
力
を
強
化
L
、
非
核
攻
撃
を
抑
止
す
る
牧
兵
器
の
山
叫
ん
配
を
低
減
す
る
こ
y
γ
υ
y

－wm

続
す
る
f

－
米
副
は
、

本
直
下
丈
～
は
同
盟
叫
・
パ

l
〉
ナ
！
の
死
r
恒
約
刊
ぃ

v
p
g崎山間
r
Lと
レ
う
極
限
の
杭
況
に
お
い
て
の
み
被
兵
器
の

子
～
川
肘
を
考
え
る

ヲ
ノ
し

J

小戸、伊、、一

体

J

L

米
国
げ
で
味
川

L
た
の
は

廿
用
事
前
d
y
h
h

役
割
一

米
川
田
の

2
1
4
J
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－
l
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で
あ
り
、

況

は
、
紘
一
士
山
が
が
存
J

い
ず
る
限

η
継
続
す
る
で
t
め
ろ
う
日
山
＼

一垢川

H

町、

l

y

l
ご

J
－

r
j
1
2人

l
l
l
ノ

－

h
i
－
P

米
向
、

笠
を
抑
止
す
る
ご
乙
で
あ
る
L

と
注
べ
て
い
る
乙
一
、
り
内
江
口
卓
川
で
は
「
程

の
円
的
」
は
世
按
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
K
H
M
F
川
柱

は
一
小
さ
れ
た
こ
と
、
日
ら
一
般
的
に
μ

の
一
辺
主
で
あ
る
と
一
d
怖
さ
れ
ー
に
つ
し
か
し
、

7
i｝
ノ
ル
キ
ン

7
lル
、
り
は
、

米
同
は
将

、
れ
で
は
な
く
今
、
市
の
巨
的
と
い
う
政
帯
、
を
採
択
寸
べ
き
で
あ
る
じ
非
夜
攻
撃
の
埼
合
い
枝
氏
訴
の
選
択
古
川
同
母
子
J

る
こ
；
は
、
高

？を ＞， 1~小fキ町 J）両］If とご型店

い
J

ス
ト

Jr一
正
弘
い
な
が
ら
、
仰
と
の
制
怯
は
ま
っ
た
く
ま
た
は
ほ
と
ん
と
ゐ
い
じ
そ
れ
は
通
3

け
兵
器
に
よ
る
抑
仁
古
川
畑
仕
レ
、

の
不
い
北
川
叩
仏
外
父
を
詞
夕
刊
干
に
し
、
他
凶
が
一
一
兵
法
を
追
求
あ
る
い
は
改
呑
ず
る
た
め
の
止
υ

化
に
い
い
川
い
ら
れ
る
」

yu
批
判
し
て
い
U
hり

一
計
稿
さ
れ
た
あ
い
ま
い
さ
』

と
L
て
般
に
知
ら
れ
て
い
る
以
が
の

H

口
政
長
の
特
恨
む
あ
っ

ジ
ヤ
？
リ
ン
は
、
「
N
P
院
は
、

正
確
さ
ら
な
め
い
ま
h

さ
の
多
く
な
伴
得
し
て
お
打
、

N
P
R
の
新
た
広
告
一
三
「
政
み
は
名
前
J

町
一
変
え
止
だ
け
の
計
併
さ
れ
に
あ
い
主
い
六

に
＝
川
一
〉
♂
な
い
l

と
取

L
ノ＼川以

4
し
に
い

の
日
常

と
レ
う
羽
百
円
γzq川
し
つ
つ
、
そ
の
方
向
に
｛
刊
行

t
の
今
後

結

ぶ
rHな
川

ι山
市
民
し
て
は

米
軍
が

ll｝主

こ
U
よ
う
に

犬
同
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努
ト
り
す
る
乙
い
〉
つ
内
将
の
持
、
～
げ
川
持
層
凡
但
し
山
村
白
井
が
北
山
さ
れ
た
ミ
こ
は
、

ブ
ソ
シ
）
政
権
の
一
政
策
、
r
に
川
判
ず
れ
ば
一
定
の
評
怖
が
守

え
ら
れ
る
ο

し
か
ー
二

J
1
パ
マ
大
統
制
子
将
兵
尽
の
な
い
日
開
作
を
日
指
L
つ
つ
、

安
全
似
陣
戦
時
に
お
け
る
枝
川
ハ
誌
の
役
割
を
低
減
さ

せ
る
ζ

し
ば
し
ば
述
べ
て
さ
に
」
、
か
り
川
口
町
ず
る
な
っ
ば
、
あ
一
T
A
伎
町
政
策
k
m
作
用
し
仕
U
ζ

い

な
っ
て
い
る
〉
〕
と
か
ら

ま
っ
た
く
不
一
ハ
ー
で
あ
る
と
＃
え
ら
れ
る
。

人
7
刊
仰
の
珠
山
品
、
こ
T
V
て
は

米
一
円
が
唯

の
は
的
ζ

ぃ
、
つ
政
誌
を
採
用
で
き
る
よ
う
は
同
一
際
的
な
安
全
保
障
川
県
墳
を
作
り
同
し
て
行
：

こ
と
が
品
以
で
あ
7
G
c

ま
ず
米
ー
と
し
て
は
、

口
、
ン
ア
と
の
慌
に
お
い
亡
、
」

z
r巾
一
刊
と
の
慌
に
お
し
て
改
階
約
対
話
や
よ
り
勺
こ
し
〈
仁

よ
り
、
信
阪
隊
氏
。
一
川
口
の
l
M
長
官
に
努
力
し
、
核
兵
協
同
慌
で
の
九
円
取
町
日
刊
叩
を
強
化
す
ゐ
、
、
と
か
望
豆
、
れ
r
匂
一
第
一
に
、
米
一
向
の
戦
時

市
川
勢
に
附
附
す
る
議
会
委
員
会
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
人
市

γ

小
供
用
政
策
は
本
国
の
あ
る
阿
佐
川
門
と
不
安
に
さ
ぜ
る
と
い
う
危
川
市
、

r

対
応
す
る
必
裂
で
為
る
）
こ
れ
は
日
本
v
h
J
、u
ま
さ
に
当
て
は
ま
る
、
」
と
て
ゐ
り
、
間
接
凶
に
お
い
て
同
兵
怒
む
な
割
を
M
U
A
代
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
っ
川
市

不
使
用
に
反
対
す
る
論
者
が
よ
く
利
用
す
る
の
は
、
米
凶
が
第
一
小
使
川
用
を
採
用
す
る
と
同
照
非
仲
間
口
ハ
諮
問
心
安
全

以
内
が
伐
卜
し
、
当
該
非
核
兵
恭
凹
い
叫
ん
核
兵
誇
2γ

」
似
体
有
す
る
川
舵
柱
、
白
川
ま
る
と
い
う
議
八
一
鼎
立
占
め
る

v
j
y小
に
闘
し
と
も
こ
の
程
の
議

ヘ
削
が
〕
ば
げ
や
同
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

［
長
政

H
L」
ぱ
て
後
百
八
芯
の
役
初
JrMh減
「
る
方
向
を
小
す
べ
き
で
あ
る
「

出
磁
的
安
全
保
説
（
コ
よ
さ
が
る

3
5
3
2
2さ
22）

ーは
T
h
H
仏
教
条
約
し
）
消
柏
戸
的
友
会
一
保
一
礼

μ
刊
不
拡
散
条
約
（
N
F
T

お
い
て
、
多
く
の
非
核
只
認
庄
は
校
民
／
山
ん
ほ
の
反
日
を
？
以
棄
4
0
J

る
乙
い
う
義
務
の
パ
ぇ
け
人

れ
の
対
側
乙

L
て
、
校
日
（
山
百
出
は
そ
れ
ら
の
討
に
刻
L
て
絞
丘
（
誌
を
使
用
し
な
い
と
い
h

つ
？
同
地
的
安
全
保
一
ι止
を
リ
ろ
宇
寸
つ
渋
求
7

よ人

げ
か
、
絞
兵
訴
判
は
、
消
極
的
安
全
保
訂
正
は
拍
弔

1
、
防
快
投
撃
の
被
害
川
に
汁
し
て
没
防
乞
与
え
る
と
レ
う
積
極
的
安
全
保
証
土
問
連
安
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全
保
開
門
門
出
会
決
議
の
五
で
う
え
た
v

h
v
〕
八
引
f

幻
凶
述
筆
給
料
別
机
J

町
一
会
幻
場
に
お
い
ヘ

ソ
遣
は
牧
丘
ハ
巾
け
を
民
索
ー
U

？
で
の
沼
山
崎
ト
九
日
恨
兵
訴
を
も
た
な
い
N
P
1
約
約
凶

と
あ
る
非
按
兵
詩
凶
に
討
し
亡
、
米
M
H
お
よ
び
り
久
間
は
、
後
円
パ
怒
向
乙
刊
日
し
ま
七
は
反
撃
の
実
ノ
？
に
按
日
以
市
川
回
よ
桁
び
つ
い
て
い
る

パ
ど
を
除
い
て
、

N
P
T
約
約
百
ゃ
あ
る
非
核
兵
将
軍
に
刻
し
っ
、
紘
一
民
認
を
使
用
し
な
い
tf）

Y
つ河川谷
D
H
一
三
子
打
つ

1

1

7
〆
ス
は

非
牧
丘
八
時
治
告
の
構
成
匡
に
の
み
川
市
－
治
安
ハ
下
院
一
J

止
を
与
え
る
〆
｝
述
べ
、
中
庄
は
非
核
兵
器
店

持

リ

ユ

ι方ク、↓
i
Q
t
J市
ん
日
μ

〆よ
J

1
1
V
4
1
tぇ
；
！
？
、

ri

と
守
」
一
戸
L

h

J

G

N
P
T
の
延
長
を
決
tι
ず
る
九
九
と
年
の
X
P
T
1
p問
、
計
百
延
長
会
議
の
直
前
に

ェ
ー
枝
打
ハ
却
前
向
は
消
極
的
安
全
保
証

ι似
し
て

一
以
の
折

E
を
と
っ
た
J

米
国
、
戎
同

フ
ラ
ン
ス
の
－
一
μ
は
同
一
で
あ
り
、
ヲ
寸
～
と
え
ば
本
凶
の
丸
二
は
以
上
の
よ
沿
っ

r

"] 

コノ

P
」
示
》
一
ア
」
パ
、
J

J

一

L
；

米
同
は
、

以
ド
ー
の
場
合
を
除
き
、

N
F
T
の
締
約
阿
で
あ
る
非
核
兵
認
凶
に
だ
し
、
校
丘
ハ
川
市
吉
使
用
し
な
い
一
」
と
を
内
時
認
「
る
日別的9

 

学下、人以

rjと
わ
ち
、
米
凶
、
そ
の
準
件
、
そ
の
－
山
内
ハ
ー
お
も
い
く
は
ム
の
他
の
兵
員
、
ヰ
ト
岡
山
～
同
盟
国
ま
に
は
米
同
け
や
安
全
紙
町
内
の
約
口
主
行
勺

て
い
る
同
い
け
汀
ゲ
る
円
日
曜
そ
の
他
の
攻
山
部
守
山
市
、
日
夜
民
話
回
と
連
株
し
ま
z
y
h

は
同
附
配
し
て

W
1
7
必
非
筏
丘
ハ
む
固
に
よ
り
実
札
制
さ
れ
士
た

？を ＞， 1~小fキ町 J）両］If とご型店

は
緋
け
抗
手
れ
る
場
合
け
除
く
、

h
八九
h

4
の
会
誌
で
は
、
事
一
〈
の
非
リ
埼
…
一
－
長
民
間
、
特
に
川
市
子
叫
川
叫
凪
諸
同
小
μ
政
ム
川
内
な
一
方
的
官
一
耳
と
は
な
く
、
法
的
北
京
h
f
Tーもっ

と
約
来
ど
し
て
消
伝
的
安
全
仏
討
が
守
え
い
J

れ
る
べ
台
で
あ
る
と
、
聞
く
÷
張
し
た
に
め
、
会
議
で
ム
門
主
き
れ
た
核
木
拡
散
こ
品
川
、
両

総
の
印
刷
則
乙
イ
オ
同
い
U

L

ζ

－V
寸
文
平
に
お
い
て
は
、
核
氏
誌
の
伎
川
刑
ま
た
は
使
用
－
U
或
駄
に
対
し
て
、

N
P
T
紡
約
反
て
ゐ
る
非
核
丘
、
将

パ
ど
を
似
議
す
る
止
め
判
。
沼
市
が
仏
関
対
さ
れ
る
へ
き
で
あ
り
、
ァ
て
れ
ば
五
際
的
に
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
14需
の
形
を
と
る
こ
J
J合

為
り
う
る
と
述
べ
、

L

の
た
止
の
条
約
壮
一
成
心
可
前
吟
に
も
口
ほ
し
て
レ
一
人
G
L
i
m
r
し
、
実
際
に
し
は
、
」
心
一
戸
川
短
は
－
U
J

佼
ま
J

h
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展、〕
h
a
か
っ
た

ぽ
に
よ
桟
兵
出
川
凶
は
、
こ
の
よ
う
な
消
也
的
安
九
保
証
の
約
主
を
L
て
お
き
な
が
つ
も
、

矛
厄
す
る
計
註
さ
れ
ん
ど
め
い
ま
い

さ
政
策
」
す
れ
る
よ
う
に
な
り

同
心
プ
ソ
J

一
政
誌
は
、
な
り
ず
4

C
国
本
へ
の
後
円
ハ
界
川
J

使
用
主
ι唄
持
的
に
検
討
し
、

つ
つ
一
存
心
校
態
勢
丸
E
Lぽ
止
ヨ
ー
川
市
、
は
、
北
朝
降
、
イ
ラ
ク
、
イ
↓
ブ
ン
、
シ
リ
ア
、
リ
ピ
マ
へ
の
絞
兵
践
の
使
用
の
叶
技
竹
三
一
3

及

し
て
い
た
u

こ
れ
は
一
九
九
万
刊
の
川
2
1
的
安
ι
保
－
祉
の
約
主
に
切
符
に
反
一
α2
る
も
の
で
あ
る
n

フ

4
パ
マ
政
権
の
核
態
勢
見
荷
し
報
h

門書
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0
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川
白
川
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さ
れ
た
松
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巴
勢
川
見
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し
報
パ
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で
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、

の
役
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を
低
減
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せ
る
た
め
心
具
、
私
的
措
置
と
し
て
、
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ず
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化
小
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千
げ
ら
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、
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、
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む
レ
l
市
字
国
立
J

め
り
す
刀
っ
と
の
核
不
い
拡
欣
表
玲
一
一

一
本
司
店
、

道，
J
し
ν

、
い
る
非
核
行
八
位
回
に
み
芯
ず
し
て
は
、
核
兵
器
を
使
用
山
い
ず
、
伎
巾
の
威
琳
を
行
わ
な
い
と
吉
一
百
し
た
そ
の
、
七
出
火
、
為
市
立
川
口
弘
、

N
F
T
に
加
人
し
完
全
に
法
iJJ
ず
る
こ
と
の
安
全
紙
津
心
利
投
2

乙
州
知
調
す
る
こ
と
で
あ
り
、
絞
不

M
前
体
制
を
強
化
「
る
た
め
の
効

来
的
h
a
巾
置
を
採
附
す
る
の
に
協
必
ず
る
よ
う
、
条
約
旬
「
い
お
一
岡
山
吉
あ
主
主
巧
民
器
国
主
説
得
す
る
よ
人
め
で
あ
や
こ
し
て
い
る
ν

こ
の
J
H

一
口
に
閑
L
て
、
ご
れ
ら
の
国
が
夫
凹
、
同
脱
出
・
パ
ト
ナ
！
に
汁
〕

・
ル
川
学
共
器
z
」々山内［戸い
γ
J
J場
合
に
は
、
決
滅
的
作
品
通
常

兵
器
に
よ
る
市
ド
的
反
撃
に
出
面
づ
る
で
あ
ろ
う
こ
述
べ
江
が
ら
も
、
生
物
氏
践
に
つ
い
て
は
そ
の
滋
辰
や
拡
校
に
よ
れ
正
九
ー
に
さ
れ

る
誠
一
一
政
を
わ
う
権
利
を
留
保
し
て
い
る
ま
た
）
の
強
化
さ
れ
た
↑
け
の
消
掠
的
安
全
似
自
の
対
象
か
ら
、
に
朝
針
お
戸
ロ
び
イ
ブ
ン
が

昨
加
除
さ
れ
る
、
ア
ζ

P

明
記
さ
れ
と
い

こ
の
官
一
言
は
、
以
前
の
官
三
お
よ
び
r

の
後
の
央
防
－
4
政
誌
に
比
べ
て
格
段
に
山
川
娠
に
な
り
、

般
に
強
化
さ
、
与
一
回
倒
的
安
全
保

社
、
乙
己
わ
Y
M
U
c
h
w
る
一
こ
の
間
ト
山
叫
に
時
一
L
L
ケ

l
ソ
古
川
山
長
引
門
rH－せよ
J

へ
の
大
相
な
変
化
を
八
円
ん
で
い

「

U
N
P
R
は
い
本
高

: Ex人i.tc刊行j '3+20tiJ 日時［2川：；I、



る
乙
新
た
な
一
回
二
口
政
誌
は

ι前
の
米
同
の
J
H
二
日
政
筑
に
あ
っ
た
討
位
さ
れ
zy
な
あ
い
ま
い
さ
の
し
く
ら
か
す
玖
り
除
い
て
い
る
」
乙
説
明

ー
〕
て
い
る
。

、L
の
新
行
な
立
ゴ
は
前
進
三
あ
る

r考
え
ら
れ
る
が
、

一
つ
の
問
題
は
、
あ
る
国
人
Y
N
F
T
の
り
事
M
円
で
あ
る
の
か
と
う
か
、

T
J
V
一道
P

ず
し
て
い
る
の
か
五
か
か
一
設
が
判
断
す
る
心
か
で
あ
Q
U

米

μーの，
i

E
で
は
当
妹
、
の
こ

2
〉
「
L

て
本
一
五
が
判
断
す
る
こ
こ
が
ず

定
さ
れ

っ
て
化
戟
鮮
こ
イ
ラ
ン
」
／
ぷ
ほ
い
れ
「
る
こ
し
て
い
る
ハ
よ
り
存
続
的
白
川
断
が
望
ま
し
川
、
ニ
考
え
ら
れ
る
の
で
、

（

C
X
D
刀
、
一
昨
の
浪
r
止
と

L
て
、
こ
の
消
極
J
U
h
w山
4
d
は
、
そ
の
小
辺
町
を
ー
は
当
化
ず
る
よ

h
Jぱ
実
質
的
旨
v
j
p
i
迫
反
が
あ
る

と
安
全
保
η
時
買
お
九
五
に
よ
り
決
定
さ
れ
戸
～
EJ
に
は
及
ば
な
い
と
す
べ
き
で
y
の
ろ
う

y
一
刊
ω

i

担、、
J
h
u
w
L
l
T
7
T

、

乙
T
F
S
L
1
v

し
f

c

L

j

i

百
連
安
全
保
除
許
お

ム
九
一
～
ド
ト
J
仏

人
委
ね
る
べ
き
で
あ
ろ
う

米
国
C
新
た
な
強
化
さ
れ
に
注
目
品
川
的
安
全
深
壬
は
、

べ
亡
保
証
が
一
層
明
確
に
な
っ
く
い
る
U

山＼

こ
れ
を
他
心
核

以
斗
削
の
す

兵
器
凹
に
も
広
げ
る
ご
と
が
必
史
亡
。
あ
り
、

り
核
兵
川
合
同
心
問
で
の
共
昂
（
U
門
研
一
出
に
す
る
こ
と
が
必
民
で
あ
ろ
う
c

'] 

法
附
h
刊
点
力
あ
る
消
械
的
安
全
保
一
副

？を ＞， 1~小fキ町 J）両］If とご型店

ぷ
同
開
州
議
凶
会
汁
心
と

F
る
ん
し
仙
川
兵
部
凶
円
は
、
消
同
判
的
対
全
保
3
が
政
1ur
的
人
々
育
一
U

の
一
人
と
は
な
く
法
的
拘
束
力
あ
る
札
制
民
！
こ
、
ぷ
L

udえ
ら
れ
る
べ
き
と
め
る
こ
、

ヨ
L
て

張

1

て
き
た
コ

え
九
b
hリ
N
V
T
再
検
副
会
議
の
丈
去
で
も
、
条
約
作
成
の
刊
誌
性
が

言
及
さ
れ
て
い
た
ラ
二
日
一

C
年
N
ド

i
再
検
討
会
議
に
お
い
て
、
新
？
／
エ
ソ
〆
ダ
述
台
（

N
A
C
）
は
、

1

泊
料
的
安
全
仏
討
は
一
一

兵
器
の
ん
十
峰
JUγ

主
山
叫
す
る
に
氏
の
析
記
一
引
置
で
あ
り
、
法
的
功
一
主
力
あ
る
消
必
的
な
安
全
似
討
は
核
兵
球
お
ム
ペ
に
湾
く
医
院
川
環
は
河
川
J
U
工仰に

進
ず
る
も
り
で
あ
れ
、
白
、
王
約
二
い
料
一
匠
ハ
中
仙
の
オ
ブ
ン
ョ
／
を
J

収
烹
L
f
N
P
T
い
間
約
一
司
に
そ
の
－
寸
つ
な
保
一
北
九
七
花
供
ム
0
2

る
こ
と
は
治
汁

必
史
で
あ
り
、

以一際ん中
J

に
法
前
拘
束
力
為
る
消
｝
地
的
安
全
保
副
を
N
ド

1
非
核
－
U
路
沼
に
均
十
止
ハ
L
J
Y

る
、
」
と
は

d
当
以
安
全
保
障
ー
の
版
印

N 
p 

（！メ人民半、日：／ス・＂ zr7、。ilP:zoリ.11、



〈
る
い
汁
処
す
る
も
の
で
あ
る
L

被
ロ
ハ
お
の
使
い
』
i

に
汁
す
る
井
A
均
一
円
ハ
岱
囚
へ
の
並
H

民
的
で
川
…

非
同
眼
前
向
一
V
一
久
対
）
J
U

条
件
の
法
的
約
束
力
あ
る
正
斉
の
父
捗
J
f

裟
請
し
て
い

ロ
シ
γ

ば、

市f
円
八
誌
の
使
用
に
対
し
亡
非
複
只
同
九
回
配
何
一
J
H
す
る
臼
際
条
約
心
緊
急
の
作
成
ヰ
ァ
人
ム
汁
じ
て
い
る
乙
述

－

4
3
 

i
bぃ！
d

川
場
前
t
式
全
保
一
礼
に
m
A
L
て
、
普
通
約
で
市
十
」
別
で
川
川
内
」
山
川
拘
余
力
あ
る
文
言
が
で
き
る
だ
け
け
で
く
給
付
叫
汽
れ
｝
白
べ
き
で
占
め
る
、
｝
乙
、
｝
ホ

総
会
議
は
、
非
核
只
詩
人
注
目
～
対
一
9
る
宮
全
保
証
に
詩
「
る
リ
」
際
法
文
言
を
い
明
礼
一
G
J
γ

恒
夫
賞
作
業
を
汀
1
日
目
正
晴
絵
「
へ
き
で
あ
る
こ
主
張

7

しT
、い司

イし

立す

r 

w~ 
主i

、

：士
JS 
J~ 
束

~j 
' 
＂コ
令
ll'i 
源
的
久
／、
c: 
イ＂＇'" 
r十

文
版）ず
<c ,,, 
も
J吋
切
な
ノJ
)}: 
i~ 

JC 
核
保
J'!fl. 
1'i'' 
J〆
一九
日之

置
す
る
条
お
の
議
’
主
品
川
を
批
准
L
U
J
G
、
一
と
で
忘
る
2
ム下
r
k
し

次
々
は
、
消
鞠
い
ん
中
，
安
〈
深
副
に
時
ず
る
世
界
前
条
約
日
目
実
際
的
て
為

る
と
も
点
成
可
能
で
あ
る
と
も
4
9
え
な
い
が
、
出
極
的
安
八
工
山
ご
す
に
仰
向
「
る
さ
正
ざ
正
丘
四
（
ま
の
け
見
解
中
尖
賀
川J
に
協
議
す
る
こ
1
r
r

は
進
ん
で
参
加
す
？
Q

条
約
交
捗
L

は町内
UFJrL
，
忠
一
忠
一
定
表
明
［
て
い
る

と
軍
縮
会
議
に
お
い
て
述

フ
ラ
ン
ス
の
止
ぷ
，
仇
同
様

γ一

d、
るバ

ソ
一
ハ
一
一
年
N
n
r
r
舟
一
枚
討
会
議
C
ん
n
H
さ
れ
に
付
動
計
一
慌
て
は
、
非
核
只
設
国
に
対
し
て
絞
兵
帯
、
中
使
用
い
な
い
と
い
う
安
全
保

計
い
つ
夫
、
松
氏
出
国
か
ら
川
刊
さ
法
的
拘
束
力
あ
る
安
全
保
託
を
受
け
る
こ
と
目
寸
核
兵
器
同
の
主
引
な
利
変
で
あ
る
こ
〉
」
古
川
内
池
唯

誌、
ν
、
こ
れ
ま
で
の
方
的
山
田
百
と
非
甘
伏
兵
器
地
帯
議

ι主
い
な
相
起
、
ぷ
I
1
行
動
七
に
む
い
て
、

核
兵
器
の
使
用
主

コ
は
使
川
い
市
心
威
一
啄
に
対
、
て
非
品
、
兵
巾
け
M
門
を
保
証
す
る
川
初
来
的
仕
向
m
h
R
j
A
mり
の
誌
論
を
始
め
る
こ
と

二
一
ヰ
ル
ー
、
ご
す
、

V

I

A

－
z

j

I

f

－

－

 

て
、
妥
全
保
託
に
闘
す
ノ
る
現
行
の
約
市
木
J
f
尊
首
」
1
J

る
Z
Y一
、
ぞ
れ
を
拡
大
す
る
ご
y
し
が
安
臥
さ
れ
て
い
る
。

消
印
叫
的
安
全
保
証

つ
い
て
は
、
多
く
の
庄
は
中
結
会
議
で
の
条
約
心
交
が
〆
｝
作
成
を
下
張
し
て
い
る
が
、

市
中
総
会
議
が

ノ
ル
ウ

L
i
は
新
ん
ヘ
ヱ
河
川
伴
一
安
全
が
降
攻
字
会
決
誌
の
採
択
ま
ー
乙
は
N
P
i
議

出

完
全
刊
の
採
択
に
よ
れ
J

法
的
利
点
力
主
る
も
の
に
す
へ
き
だ
と
、
一
下
張
し
て
い
司
る
し
ま
た
i
c
x
N
D
は、

つ
河
川
以
上
字
、
質
的
に
絞
殺
l

〕
て
い
立
ど
」
と
も
あ
り
、

非
将
兵
忠
一
出
に
対
し
て
核
兵

: Ex人i.tc刊行j '3+208J 0:0 [2川：；I、



間的を便い山川
1
げ
な
い
こ
い
う
新
た
な
明
快
な
消
極
的
安
ふ
保
一
計
（
河
S
A
〉
が
、
す
べ
て
の
1MWK渋
川
に
よ
り
J
J
之
、
り
れ
る
べ
主
で
あ
り
、

与
れ
は
約
束

ηあ
る
市
主
人
保
障
誠
司
事
会
伏
議
に
－

tり
支
山
汗
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

一ド、

〈
J

f

J

N
P
！
の
r

事
国
と
あ
る
亦
ι怯
兵
中
山
口
同
仁

対
、
工
1
1

い
か
な
る
叫
に
も
い
か
仕
る
場
台
に
仏
核

I
Vけ
の
使
川
人
U12八
十
に
於
ず
J
7

目
、
回
連
憲
寺
第
七
A
M
の
下
に
お
け
る
杓
束
力
あ

る
女
ヘ
ヱ
仏
降
立
市
γ
会
決
示
に
よ
り
そ
れ
は
法
以
U
A
L

孔
る
こ
述
べ
て
い

ム
升
比
牧
民
同
九
付
涯
が
不
尽
の
官
一
斗
の
よ
h

つ
ぽ
強
化
3
れ
に
問
領
的
｝
女
全
保
証
に
合
。
z
t
ぎ
る
な
ら
ば
、
次
の
件
前
は
で
れ
A
zど
は
4
t
リ
ふ
パ
京

h
fぬ
る
形
で
L
m

ハ
ヲ
ゲ
J

る
方
’
町
に
准
一
む
べ
き
で
あ
る
η

そ
れ
は
独
？
げ
亡

f
条
約
の
形
で
も
い
レ
し
、

ヌ
ド
i
ニ
試
｛
疋
圭
い
で
よ
u
い
い
唱
し
、

主i
：主

安
全
保
降
注
事
会
決
一
誌
で
も
レ
し
し
、
手
、
山
川
司
能
洋
の
古
川
い
方
法
を
選
抗
ず
る
の
げ
か
い
い
唱
で
↓
わ
ろ
う
。

4 

非
日
開
兵
野
地
帯
と
渋
柿
的
安
全
保
試

止
校
百
八
存
地
品
と
は
、
あ
る
品
削
減
の
禄
数
の
凶
ぷ
が
条
約
J

ピ
締
私
し
、
ふ
り
地
帯
内
に
お
い
て
核
兵
殺
の
日
造
や
似
台
を
川
市
止
「
る

し
｝
？
／
一

b
山い、

核
兵
器
国
に
工
る
比
刊
行
ハ
仰
は
心
配
慌
を
も
禁
止
す
る
も
（
り
で
、

中
うを

ヰゴ

フ非
ン 万五

フ兵
メ＇~
J事
み存
で ｛r
dう l, 

るで

出る

rr＂＇人民半、日： （3モZf0、Gil :zo~u1 

「
校
比
殺
の
p

交
＋
な
γ

小
J
汁
パ
ー

を
吋
時
似
す
る
も
の
Jt
、
あ
る
。

さ
ら
に
般
い
条
約
の
－
覗
定
書
い
お
い
て
、

夜
行
（
忠
則
国
は
咋
一
の
地
滑
情
J
品
川
内
に
対
）
て
核
兵
器
F

ど
使
阿
川
げ
な
い
こ
い

3
d伯
仲
附
安
全
保

？を ＞， 1~小fキ町 J）両］If とご型店

止
の
弐
務
J
b
午
、
法
的
h
t
i
缶
、
受
日
る
体
制
ピ
な
コ
て
い
る
戸

」
凡
上
、

三
イ

づ

手

ン

Y

メ
リ
カ
、
古
工
品
干
上
々
、

東
市
ア
ジ
γノ
、

ア
ブ
リ
命
、

消
柏
戸
的
浪
人
で
一
保
一
礼
に
同
十
J

る
議
定
一
許
に
す
べ
て
の
校
日
出
目
が
者
名
・
批
ポ
L
J
L
U
る
の
は
、

東
南
ア
ジ
γ

に
つ
h

て
は
条
約
日
制
帝
の
主
義
に
見
L
て
、
中
山
〈
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
仙
の
条
約
に
の
球
速
に
つ

IJヘ
庁
比
牧
民
球
地
u
M

構
成
一
よ
ど
核
兵
持
出
と
の
間
に
p
八
き
な
U
九
鮮
の
相
違
が
あ
る
た
め
、

い以内
J

れ
の
核
日
ハ
持
川
一
も
そ
の
一
品
店
古
田
に
著
名
L
て
い
白
い
。
南
太

l
l

卜
十
三
円
、
J
f
L

主

、

｛

l
t
宇

｛

｝

｛

V

米
軍
が
一
者
名
の
み
で
也
の
四
核
ハ
〈
出
出
は
い
一
市
し
て
お
り

(' 
ノ

ア
フ
リ
カ
に
つ
レ
ピ
J
G

九
、
ン
｝
ノ
、
ρ

l

L

）

i
f
 



月
い
批
准
ー
に
に
一
め
、
米
国
の
み
カ
批
准
L
て
い
な
い
状
沈
と
な
っ
て
い
る
v

〈
い
い
門
一
年
育
月
の
N
P
T
山
口
検
討
会
議
に
お
い
て
、
京
同
の
ケ
J
ン
ト
／
内
此
防
長
唱
は
、
今
川
、
私
は
ア

7
J
与

り
洋
リ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
斗
作
品
ノ
兵
器
羽
山
町
へ
の
技
々
の
多
以
を
承
認
す
る
亡
の
、
本
国
」
L

院
に
議
之
さ
を
抗
山
忠
2

る
こ
こ
を
お
知
り
せ

ム

o
J
G
。

よ
れ
、
こ
れ
ら
の
条
約
心
中
i
芋
7Aは
、
氷
山
山
は
そ
れ
ら
の

使
用
の
成
麻
心
ゲ
戸
れ
わ
す
、

て
核
兵
認
を
使
用
ゼ
ず
、

地
郊
の
非
核
丘
、
認
の
地
位
を
元
八
十
に
持
主
計
’
る
；
｝
い
う
法
的
拘
主
力
あ
る
保
証
f
’
一
付
る
で
あ
ろ
h
u

作
代
々
は
、
中
央
ア
ジ
ア
に
東
向
ア

ジ
ア
の
条
約
の
議
1
4
全
日
に
署
名
す
る
、
」
と
が
で
き
る
よ
う
立
合
意
に
を
「
る
努
力
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
元
核
ゐ
（
刷
街
地
桝
加
の
ψ
I平
均
と

協
ヰ
一
す
る
用
意
が
為
る

と
述
べ

オ
パ
マ
政
枠
に
お
け
る
米
臼
の
桔
恒
的
な
態
収
は
歓
却
す
べ
き
こ
と
で
ト
ザ
ム
ヌ
川
、

似
の
組
依
J

（
中
叶
凶
は
ず
で
に
批
准
し
て
い
る
わ
け

亡
あ
る
か
h
一
、
米
凶
の
曲
目
良
心
変
更
は
窪
「
ぎ
る
と
主
円
え
る
が
、
一
院
で
に
円
f
期
む
批
准
承
一
ジ
が
第
一
の
諜
芯
で
え
の
る

n 、

／＼ 
＼ノ

叫
す
汁

H川

ー
に
米
凶
i
院
に
議
定
書
が
肋
門
と
本
認
心
に
め
一
ム
ー
ん
に
提
出
さ
れ
て
い
る
の
て
、

上
院
に
よ
る
平
期
の
批
准
求
訴
宇
作
て
、

米
国
－
F

一
つ
の
条
約
心
設
定
書
に
批
市
す
べ
き
で
お
る
〈
」

仏
間
の
認
氾
は
、
可
川
央
ア
ゾ
♂
非
核
兵
M
h地
帯
条
約
い
ね

ア
ジ
ア
非
核
日
器
地
得
条
約
に
つ
い
て
は
、

条
約
内
容
に
対
ず
る

校
只
器
同
か
ら
の
川
摂
誌
を
協
議
L
解
決
す
る
ャ
と
で
あ
る
c

、
一
た
る
問
担
は
、

ア
ジ
？
の
川
明
〈
H
h
い
は
条
約
が
池
山
り
さ
れ
る
地
帯
の

和
凶
に
、
領
海
を
越
え
て
人
間
は
お
よ
び
排
他
的
経
済
水
山
内
が
ん
同
ま
れ
て
い
る
戸
一
乙
で
あ
り
、
中
央
F

、
ン
マ
の
場
合
に
は
、

口、ン
F

〉一

泊
合
体
戎
同
t
幻
山
の
集
団

pt全
似
障
条
約
が
訓
校
一
久
治
地
刊
行
条
約
H
h
h
7

山川
Y
Kす
る
刊
一
語
悦
が
あ
る
」
こ
ず
あ
る
。

,-, 
、ノ

。一一一

N
P

T
耳
検
討
会
議
で
も
、
本
医
や
口
、
J

ア
は
山
川
町
出
解
、
必
の
た
め
の
積
り
吋
た
な
協
議
－
U
滞
徐
を
よ
お
し
て
お
り
、

U
M
帯
構
成
戸
川
ζ

牧
兵
器
7
川

の
間
C
D
議
議
が
「
で
に
河
川
給
さ
れ
て
い
る
が
、
迅
占
乏
な
解
決
を
川
門
り
、

ムA
校
口
九
段
一
司
に
、
立
与
宋
約
設
定
評
の
署
名
・
批
准
小
石
N
W＼

Uγ
昨
凡
に
市
川
極
的
安
全
保
一
止
の
J

釘
収
が
い

7
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
ι
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前
一
の
認
氾
は
、

ニ
ハ
）
ハ
〉
年
珂
ド

I
品
検
討
会
訟
で
、

－L
C
h山
よ
び
非
同
県
諸
凶
が
ニ
張
ど
ん
、
主
人
ノ
に
、
ず
で
い
存
什
す
る
議

｛
ほ
主
ハ
に
お
い
て
、
市
伏
一
久
住
田
は
消
限
的
市
一
k
u
z
保
証
の
範
同
ま
た
は
山
内
花
を
州
制
限
す
る
よ
う
な
留
保
あ
る
い
は
簿
収
百
一
言
を
コ
け
て
い
る

子
、
そ
れ
J

を
披
川
叫
す
る
と
ζ

合
す
（
工
中
小
し
て
い
る
戸
」
乙
で
あ
る
J

予
｝
れ
に
つ
い
て
も
埼
、
兵
器
臼
は
積
偲
i

的
な
円
拐
の
刈
止
を
実
施

r
－

弘北」
J
f
L

ゑ
ア
ム
旬
。

可
検
討
会
誌
の
最
終
z
人
主
に
〈
円
ま
れ
る
行
氏
九
に
お
い
て
、
非
核
兵
枠
組
部
心
設
出
は
適
切
な
場
台
に
は
奨
励
さ
れ
る
こ
に
、
ま
た

B
d
J

ベ
と
の
出
係
誌
は
非
核
一
（
器
鈎
帯
条
約
お
よ
び
t

一M
’互い

ur批
准
す
る
、
｝
と
、
消
極
的
安
全
保
副
を
介
む
議
定
書
の
先
効
に
協
力
す
る

ょ
う
境
問
予
れ
る
、
」
と
、
間
以
遠
民
家
は
段
川
、
却
す
る
阿
川
県
宮
守
的
、
討
す
る
よ
う
品
人
励
さ
れ
と
w

る

核
兵
出
使
用
の
ん
平
山
禁
止

校
百
八
認
使
用
主
巡
る
伝
近
の
動
F

川

一
九
九
l

ハ
年
に
凶
爪
M
F

け
い
一
出
裁
判
所

一［

C
I）
は
、
同
連
総
会
MJ
ら
の

校
行
ハ
誌
の
威
嚇
ま
に
は
使
用
川
り
ん
U
U
M
性

円
悶
ナ
ゐ
一
的

R

的
芯
見
の
川
女
一
請
に
ル
え
亡
、

祐
治
的
い
は
「
夜
行
（
器
の
減
幅
士
た
は
柿
川
町
は
、

一
点
力
紛
与
の
遇
川
市
叶
鮮
な
国
際
法
の
混
則
、
お
に
人
、
店

？を ＞， 1~小fキ町 J）両］If とご型店

法
の
ぷ
則
こ
規
則
μ

般
的
に
追
反
す
る

v
f
r
ν
、
同
際
去
の
現
状
お
、
ohυ

ぷ
判
一
叫
が
入
？
で
き
る
事
必
要
素
の
閉
山
円
炉
、
り
し
J
L
、

白
衣
の
汁
J

山
け
そ
の
j
h

の
が
危
際
に
澱
L
て
い
る
よ
う
な
っ
ぃ
符
の
持
部
な
状
況
に
お
い
て
、
核
兵
待
の
成
麻
ま
た
は
使
用
が
合
法
で
あ
る

か
進
法
で
あ
る
か
を
決
｛
心
的
に
結
ん
一
川

γ
る
」
と
は
で
台
化
い
」

ニ
下
一
＼
一
」
c

t
主
r
i
γ

、
」
の
部
分
の
百
一
方
…
は
J
U

刻
〕
で
為
h
、
数
刈
心
八
心
寸
仏
｛
疋
m
A
け
い
賛
成
」
／
一
投
じ
た
り
で
多
敬
意
毘
乙
注
ゥ
ト
、
の
で
お
る
が
、
反
対
話
の
7

A

む
の
裁
可
官
の
う
ち
一
名
は
絞
兵
器

η
減
嚇
ま
た
は
使
用
z
ぜ
包
括
的
に
r
J
H
L
3
0
E一
際
法
が
存
伝
す
る
こ
考
え
て
い
る
の

C
、
核
兵
閉
山
町

の
威
嚇
ま
h
t

は
健
制
ぽ
直
際
人
道
法
に

般
常J
に
泣
比
す
ゐ
と
い
う
部
分
に
は
一
。
名
の
故
川
円
台
］
が
資
氏
し
て
い
る
r

し
か
し
日
」

（！メ人民半、日：／ス・＂ 3l)J:、9'2、町）リ.11、



告
別
立
H
U
で
は
、

品
川
バ
兵
制
あ
の
以
嚇
ま
た
は
使
用
い
い
子
園
引
が
人
道
法
に
よ
っ
て
ん
τ
内
的
に
議

ιさ
れ
て
い
る
わ
け
で
日
な
く
、
合
法
的
な
使

に川町一
J会
対
即
日
v

行
J
H
F
J
る
と
い
う
済
釈
の
刊
当
性
を
昨
慨
す
J
も
の
で
あ
ヮ
た
わ

f〉
（
）
布
川
山
引
叶

ゐ
月
に
提
出
さ
れ
た
1
仁

N
N
D
報
μ

己一幹は

十
匂
二
一
が
本
本
的
ピ

対
一
兵
川
ず
γ
非
正
当
化

必
裂
で
あ
る
と
し
、
比
牧
民
誌
の
役
割
お
よ
び
有
用
刊
に
現
す
る
認
識

5
1略
的
日
、
考
心
中
レ
的
同
材
い
を
占
領
7

ど
に
い
る
状
況
川
J

ら、

ま
っ
た
く
川
辺
約
で
州
、
認
的
に
は
完
全
ピ
不
必
一
訟
で
あ
る
状
況
に
変
更
3
ぜ
る
卓
ド
八
日
必
史
性
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
U

ま
ト
、
非
正

当
化
を
滋
め
る
立
礎
と
し
て
、

す
一
し
に

日
心
一
核
「
げ
（
誌
は
え
争
透
れ
の
、
G

J

ハ
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
ま
？
に
は
王
っ
た
く
有
用
性
を
け
h
J

な
い

戸
一
と
か
ん
f
や
y

仏
く
パ
又
け
人
れ
ら
れ
て
レ
る
、

主
主
、
円
げ
乃

J
J
こ
で
主
主
、
♂
し
に
ち
、
三
、
Arhハ
ツ
安
川

υ
一
ど
、
し
に
］
云
タ
／
l
n
r

ホ
i
E
F円

d
d
月
Z
P
L
i

－－；

y
し
Y
〈

i

L

寸
／
凶
フ
同
〆
L
J
A
r
l
h
f
L
！J
月

イ

ノ

夕

、

／

r
r十

と
し
こ
日
り

相
官
1

別
E
不
均
品
開
な
政
壊
ど
も
た
ら
す
一
一
日
早
に
F
一
ず
る
深
い
川
崎
町
印
問
お
よ
び
実
際
的
制
約
が
存
六
け
し
て
い
る
、
③
す

亡
に
非
一
l
吋
化
の
某
礎
人
い
い
存
’
i
L
て
お
灯
、
ま
っ
た
く
最
初
か
ら
始
め
る
の
で
は
な
く
過
す
二
心
立
の
失
わ
れ
た
モ
メ
ノ
タ
ム
？
持
起

す
る
向
山
田
で
町
一
る
と
し
て
い

一
ヘ
パ
二
（
リ
年
N
n
r
r
舟
一
枚
討
会
議
の
人
ド
ー
の
四
月

A
O
R
二
、
赤

i
字
凶
際
安
員
会
（
I
C
R
U
）
松
山
此
の
わ

T
プ

ケ

レ

／

ペ

ル

万
守
？
は
、
す
べ
て
の
問
、
国
に
影
響
を
勾
J

え
匂
一
地
位
に
あ
る
す
ぺ
て
の
人
に
辻
、
ぺ
今
一
五
八
器
の
一
日
町
代
主
終
わ
、
つ
H
る
に
め
に
ん
r
子
J
r

あ
る
三
一
7

J

ノ
な
機
会
宇
一
決
三
十
三
以
内
告
必
性
ど
乞
y

て
ζ

、いつもえるこ

(' 

し
し
認
の
I
C
1
の
士
山
見
に
つ
い
て
も
、
裁
判
所

ー
や
＼
核
兵
日
け
の
俊
一
服
、
力
は
党
間
的
に
4
一
時
判
的
に
も
管
法
と
き
仕
い
こ
ノ
↓
、
筏
爆
八
だ
い
よ
る
い
収
付
制
は
広
範
問
問
に
わ
ノ
～
一
れ
健
以
、
夜
来
、

大
然
資
源
お
よ
び
人
ヨ
統
計
に
影
響
し
、
将
兵
尽
の
位
同
は
将
来
の
佐
代
に
汁
す
る
深
刻
な
危
険
で
あ
る
乙
述
べ
て
い
る
↓
引
か
ら
し
て
、

－
仁

R
、
し
は
核
兵
制
吋
一
り
い
訂
以
る
使
用
J
u
d

国
際
人
走
法
一
け
反
則
に
ぐ
う
し
て

致
し
侍
る
の
か
を
L～
山
川
す
の
は
一
凶
雌
て
ゐ
る
に
遣
、
て

、dザ
Q
o

さ
ら
げ
L

、
Z
L

の
彼
暁
力
に
一
泊
し
て
、
そ
れ
が
止
じ
る
完
了
小
で
一
口
u

表
世
以
レ
八
慌
へ
の
位
台
、
空
杭
常
に
も
時
庶
民
に
も
そ

: Ex人i.tc刊行l'3+S02J ci4 [2川：；I、



ユ
ザ
」
符
挫
で
き
な
い
こ
と
に
お
い
て
、
ぞ
れ
い
？
止
と
る
よ
ス
刀
レ

i
ン
一
寸
ン
の
内
j

険
に
お
L
て
、
さ
ム
J

に
原
様
、
将
来
の
一
位
代
、
エ
7

して

、↑j

〕
；
r

、
〕

ι1
日
こ

D
J一

／
者

σバ
1
J
l
J
2
4
1
民
ト
ド
ォ
！
と
ー

校
一
－
具
叩
け
ば
独
特
に
Y

ふ
る
υ

ー
〆
た
が
う
て
1
C
R
仁一は、

桜
口
ハ
需
の
使
用
心
合
法
性
に
閑
ず
る
民
解

こ羽
d
令
I
J
＼
ナ
ノ
て

0
3
こ刊川リ
υ
て、

l
I
i
j
f

－
V

－

J

－

－

3

－
 

埼
…
兵
川
止
が
此
し
て
再
び
使
用
3
れ
な
い
「
で
三
唱
似
ず
る
よ
う
訴
え
る
〉

I
C
R
C
の
一
凡
市
で

は
、
紋
一
兵
待

η
使
射
を
防
d
す
る
た
吟
ピ
は
、
法
的
拘
束
々
あ
る
戸
際
条
約
に
払
っ
て
核
兵
認
を
禁
止
し
ん
一
交
に
夜
絶
す
る
、
｝
乙
を
司

指
し
た
交
訟
を
迫
求
一
α
ノる
ζ

い
う
現
存
心
約
束
ん
と
履
行
一
G
J

る
こ
〆
三
J

必
民
で
あ
る
n

ひ
っ
ヰ
I

仏
日
に
げ
丸
山
山
さ
れ
た
報
中
山
吉

災前～
t
J正
当
化
す
る
・
持
抑
止
の
長
〈
当
性
乃
一
柏
山
村

は
、
ス
r

ス

の
提
案
に

よ
り
、
モ
J

J

レ
l
茂
防
人
り
子
、
ン
L

J

ム
ス

e
y
v
l
チ
〆
小
拡
散
対
究
セ
ン
タ
ー
日
ん
い
成
し
と
も
の
い
に
あ
る
が
、
ご
こ
で
も
結
前
部
分

二一台、
f
L

、

！

L
P
1
1
L
V
 

防悦一九器
C
Aハ了
L
当
化
子
炉
、

ル』

h
L
当
化
は

核
兵
器
の
使
用
古
川
叶
J
H
し
核
山
拍
子
紀
宮
定
成
「
る
の
に
基
本
的
作
こ
と
で
あ
る
F

h
涜
の
私
奪
の
ィ
ノ
口
じ
え
で
あ
り
、
十
ド
山
町
i
性
、
名
誉
お
よ
び
住
成
L

村
「
る
す
べ
て
の
王
長
か
一
波
F

州
し
似
壊
す
る
こ
と
で
？
の
る

yf
ム下

巨ハ一て」
1

L

、J

？
？
？

L
 

ま
た
核
兵
誌
の
保
明
に
闘
し
と
以
下
の
よ
う
に
王
長
さ
れ
と
い
る
d

？を ＞， 1~小fキ町 J）両］If とご型店

1
 
1
 

0
 

仁
！日

で
あ
っ
て
、
そ
の
時
代
は
す
で
に
尚
ぎ
去
っ
た
戸
非
正
当
化
は
臼
己
強
化
の
努
力
で
あ
り
、
抑

ιの
山
町
一
成
の
信
相
性
に
影
響
を
い
つ
え
、
U

川

1

吠
兵
山
内
の
け
使
用
お
よ
び
使
川
の
叫
嚇
の
向
ん
が
f
h

道
徳
と
あ
る
ぐ
川
什
び
一
亨
つ
い
一
乙
を
許
」
ヨ
F4
の
で
あ
る
ラ
非
止
当
化
は
戦
略
的
右
い
尽
い
一

自

の

れ

が

に

よ

り

果

視

さ

れ

て

き

た

出

こ
れ
ら
の
長
迂
の
主
張
戸

γ
m
ら
れ
る
ム
う
に
、
核
U
ハ
誌
の
従
絡
を
j
指
し
校
日
門
誌
の
使
川
市
z
V
｝除ナ↓

γ
司
令
～
め
に
、
核
行
（
怒
Fυ

も
っ
て
リ
J

十
下、

ジ
Q
u
f
｝
長
い
間
革
、
え
ら
れ
ず
き
た
正
ψ
i
性
を
4J
仲間討
L
、
そ
の
止
ψ
i
性
を
校
時
間
呪
し
、
何
一
必
L
、
校
丘
、
持
の
も
つ
情
値
を
剥
奪
す
る
論
仏R
 

在
と
し

t
、
品
川
天
間
耐
の
芥
正
当
化
と
い
う
、
張
が
り
バ
く
ム
ハ
右
さ
れ
亡
き
に
レ
ァ
G
c

核
三
〈
間
前
古
川
パ
減
し
、
核
に
（
誌
を
夜
犯
す
る
た
め
に
は
、

終
兵
設
は
非
人
泣
的
て
あ
り
証
主
切
で
あ
り
受
存
で
き
な
い
九
i

ん
さ
を
井

ν
る
り
で
、
札
竹
兵
川
布
は
戦
争
り
行
ハ
誌
と
し
て
h

い
か
な
る

本
史
的
な
主
当
川
け
も
も
っ
亡
い
な
い
段
丘
八
路
が
止
っ
て
い
る
釘
止
の

E
当
性
問
冷
戦
の
心
開
い
い
ケ
ヲ
t

A

に
t

払
っ
て

υJえ
、
コ
れ

rも
の



山
伎
只
器
が
も
コ
て
い
る
と
い
考
え
ら
れ
て
い
る
価
怖
や
有
用
性
乞
低
減
し
、
T

川Hrιλ
ペ
ツ
る
こ
二
が
不
川
叶
欠
ご
あ
る
r

2 

C
C
T
N
F
T
再
検
討
会
議
の
議
論

五
年
ご
乙
に
苅
州
抗
さ
れ
る
N
T
T
4検
討
会
誌
で
は
、
松
一
軍
総
に
川
却
す
わ
る
広
範
な
問
題
点
示
品
犬
、
れ
て
き
た
が
、
絞
兵
器
の
使
用
の

人
定
的
側
出
に
つ
h

て
は
ほ
ζ

ん
ど
議
論
さ
れ
て
戸
一
以
古
っ
た
u

〈
I
M一
心
会
誌
に
お
い
て
こ
の
間
訟
を
議
拒
的
に
取
り
f
げ
た
の
は
ス

イ
ス
♂
し
丸
山
れ
り

ま
ず
般
演
説
で

小
道
伯
仲
で
、
進
法
で
丸
山
る
c

牧
兵
刷
出
は
応
撃
抽
出
む
を
J
U
「
J

1
人
当
の

私
兵
器
は
山
内
に
げ

慌
で

、
核
「
凶
器
は
不
均
品
開
な
鈍
峡
力
の
【
旬
、
え
に
主
核
兵
器
同
に
対
し
て

こ
y
J

V

1

 

テ
口
の
危
険
に
凶
け
し
て
も
役

こ
リ

に
げ
に
な
い
核
F

八山仔は、

へ
ん
叩
や
物
一
託
、
環
境
に
し
久
し
こ
糾
京
別
な
仮
壊
と
ー
も
た
ら
ー
す
の
で
、

不
尚
徳
で
あ
る
へ
核
J
H

ハ
容
は
間
際
人

道
I
K
C凱向、
l
m
l
b
Hぬ
る
ー
へ
と
む
性
質
か
ら
し
て
泣
法
で
の
る
J

な
ぜ
な
ら
そ
む
知
県
は
払
ぷ
別
で
あ

η
、
万
一
の
使
用
は
凶
際
人
造
反

の
共
本
的
一
原
則
と
規
則
二
例
制
川
、
な
く
還
反
「
る

7m、
之
上
？
と
と
述
べ
、
長
期
的
に
は
、
国
連
事
務
紘
一
す
っ
か
捉
卒
、
し
て
い
る
よ
ぷ
な
新

に
な
条
約
と
い
う
ん
広
明
、
核
兵
早
川
を
品
一
応
化
す
べ
き
て
あ
る
と
、
半
出
張
し
た
J

こ
の
ス
イ
ス
の
叫
ぶ
に
対
〕
て
、
日
品
、

M
Y一
フ
ラ
ン
？
へ
が
反
対
の
宮
山
を
表
明
、

M
1が
、
モ
れ
に
対
抗
、
以
て
多
く
の
非
夜
只
器
同
が
賛
同

す
る
内
界
の
党
一
三
口
を
行
い
、
会
議
に
釘
い
て
ャ
の
問
題
の
童
女
性
巾
J

準
認
さ
札
、
各
国
の
一
枚
ド
ム
ヴ
ト
リ
ノ
／
の
設
前
と
日
ハ
に
、
以
兵
器
使

川
一
の
人
道
的
問
問
が
vuく
議
p
刑
さ
れ
る
い

ぐ
に
な
っ
た
。
ま
た
N
A
M
V
μ
提
出
し
七
行
動
計
判
の
川
県
玄
で
は
、
軍
事
的
、
安
全
保
障
l

の
政
宗
に
お
い

の
役
割
を
開
制
除
F
J
4
0
7
r
）
を
規
定
し
て
お
）
、
ま
た

町
一
使
川
ま
た
は
住
民
一
の
域
恥
宇
一
年
条
件
に
禁

止
す
る
条
約
＼
す
な
わ
ち
核
兵
持
淀
用
決
d
粂
約
の
町
川
町
交
渉
河
川
町
と
イ
て
訟
の
締
結
を
規
疋
し
て
h

た。

け
最
終
ー
止
吉
は
、
ま
ず
一
屯
原
則
と
司
的
t

会
議
は
、
核
兵
誌
の
あ
ら
一
冷
る

使
射
に
土
台
壊
滅

一ゾ
V

宇
一
、
。
、
亡
、

；
I
l
j
v
 

日
前
な
人
道
む
影
響
に
深
L
将
山
氏
を
表
明
し
、
「
べ
て
の
苫
が
凶
際
人
道
法
士
ん
門
む
選
出
司
能
以
高
際
江
守
山
下
に
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「
核
兵
あ
の
使
用
を
防
止
、
レ
ザ
ん
駆
的

U
で
の
廃
絶

戸｛、いザ
hv

へ
と
管
台
、
校
校
予
の
危
険
を
減
少
さ
せ
、
枝
氏
誌
の
ぶ
拡
散
と
需
給
に
貢
献
す
る
ご
と
の
あ
る
政
策
す
議
論
了
J

る
こ
と
を
長
南
1

）

ー
、
い
る
υ

こ
の
川
分
は
当
初
は
つ
う
ー
土
八
巾
け
の
使
用
ま
た
は
使
瓜
の
は
嚇
中
長
小
限
に
す
J
7

一三
H

訂
政
比
一
心
議
論
が
中
心
で
あ
っ
た

こ
の
最
終
丈
寸
の
規
定
は

九
九
ハ
ヰ
心
当
際
司
法
裁
叫
一
説
日
数
土
門
前
日
常
見
を
さ
ら
に
光
院
山
台

f
、
い
日
な
る
状
況
に
お
い
て
も

紘
一
行
／
器
の
使
用
が
没
九
叫
ん
山
で
あ
る
こ
こ
を
強
く
不
臨
時
V

ず
る
も
の
で
み
る
／
）
考
え
ら
れ
で
い

す
な
わ
っ
M
H
告
的
六
一
に
で
は
、
牧
兵
器
の

威
嚇
ま
た
は
淀
川
は

パ
斗
際
法
に
達
一
以
「
る
と
述
べ
ら
れ
、
例
外
の
可
能
叶

m伐
さ
れ
ご
お
り
、
さ
ら
に
レ
」
の

般

仲
町
存
が
ι爪
殺
に
滋
L
てしい
q

る
よ
う
は
佳
山
崎
な
げ
街
の
が
JKに
は
ん
口
法
か
違
法
か
宵
結
論
で
さ
云
レ
と
述
べ
、
核
行
ハ
器
の
匂
川
が
ι門
法
で

の
h
う
る
余
地
夕
刊
す
も
の
で
あ
っ
と
J

し
か
し
応
終
文
弁
の
い
店
で
は
、

一
あ
ら
ゆ
る
一
九
牧
市
に
懸
念
を
ト
手
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引
し
、
同
際
人
道
氏
九
日
τ

常
に
一
進
一
j
寸
守
必
要
目
を
同
定
し
て
い
る
た
め
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勧
μ
口
的
意
見

バーじ
h
ハ
ソ
ー
一
例
外
C
ケ

l
ス
が
す
べ
て
除
外
さ
れ
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怒
り
あ
ら
ゆ
る
伎
削
が
い
ん
J
h
h
る
場
今
日
も
達
氏
で
為
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と
い
弓
内
在
、
と
な
っ
て
い
る

こ
の
よ
H

つ
に
枝
氏
誌
の
使
川
に
閲
し
て
は
符
い
国
際
人
道
法
か
ら
の
進
「
ペ
ド
比
ら
れ
る
け
小
、
同
際
司
法
山
批
判
析
の
口
止
口
的
音
見
も
N

p
I
円
牧
村
会
議
の
設
終
f

人
主
で
も
法
的
拘
束
力
を
も
つ
ぶ
書
で
は
な
し
い
し
v
川
み
ず
は
法
的
問
胞
に
閲
す
る
助
己
で
あ
り
、
い
仮
差
は
岡
弘
市
会

？を ＞， 1~小fキ町 J）両］If とご型店

〈
f
以
内
は
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
こ
い
、
ノ
行
様
に
は

般
的
作
品
ん
は
訟
が
は
i
h
J

れ
る
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に
釘
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治
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ム
門
主
で
あ
る
c

ノ
た
が
っ
て
、

亡
、
そ
の

f
め
の
一
つ
の
必

E
L
「
υ
て、

埼
…
兵
川
止
の
使
用
を
品
市
止
」
i
o条
約
の
父
泌
を
始
の
る
へ
き
と
あ
ろ
う
〉

ふu 

う

び

校
兵
器
は
刈J
有
の
甲
山
際
引
会
｛
山
お
い
て
い
4
3
だ
に
一
定
？
れ
い
旧
約
令
市
事
的
慨
偵
お
よ
び
有
川
性
を
も
っ
て
お
り
、
校
兵
器
心
使
用

の
威
嚇
と
い
う
校
抑
止
に
よ
っ
亡
山
際
村
会
心
平
和
と
安
全
が
従
持
さ
れ
て
レ
る
し
し
多
く
の
政
治
家
や
専
門
家
に
よ
れ
考
え
ら
れ
ど
さ
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rF
山
口
以
近
に
な
っ
て
、
校
兵
器
の
な
い
計
界
を
沼
ぷ
ず
る
同
に
ふ
お
い
亡
、
A
均
一
日
八
路
の
役
川
市
を
紙
減
「
る
こ
次
回
l

人
筑
前
が
一
回
二
円

ー
〕
た
い
と
、
も
応
口
、
そ
の
た
の
の
千
段
と

L
て
校
一
九
州
Y
V
Y
使
以
γ
J
な
い
と
い
う
同
日
廷
が
ク
ロ
ヲ
ズ
ア
ッ
プ
き
れ
て
き
に
」

ま
ず
、
「
第
一
以
伸
一
用

の
問
題
に
つ
い
て
は

プ

匂

パ

r
政
悼
怖
の

1
3明
勢
児
一
軍
司
王
、
心
選
日
山
は
以
駅
よ
り
は
進
苧
し
て
い
る
）
し
て

も
ま
っ
た
〈
ボ
分
で
あ
り
、
今
日
仰
の
課
辿
と

L
て
は
氷
山
山
を
中
心
に
核
兵
器
頁
は
相
互
の
い
頼
刻
係
会
｝
強
化
L
、
そ
’
れ
を
採
用
で
き

る
環
岐
を
繋
備
す
べ
き
で
為
り
、
米
涯
の
み
な
ら
ず
旭
の
校
兵
怒
E
J
も
州
市

不
使
用
を
〔
い

べ
き
で
占
め
る
。
主
た
け

木
の
」
－

E
ぽ
一
川
町
岩
で
d

め
る
点
核
兵
器
叫
も
、

ハ
セ
ら
川
町
に
防
法
策
に
お
け
る
核
戸
ハ
協
の
役
割
を
低
減
す
る
ー
ワ
叫
に
進
わ
べ
一
き
で
あ
る
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あ
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一
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す
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